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　粉体が流れ る現象 を どう記述す るか とい う問題は 古 くて新 しい 問題 で あ る 。 境界の 影響

がそ れほ ど顕著で ない 場合に は気体分子運動論が古くか ら用い られ流体力学が近似的に成

り立っ こ とが期待 され て い るが、濃厚領域 まで含め る とその 導出は かな り繁雑で あ り必ず

しもよく理 解されて い る とは言い がたい
。

　一
方 で固体、液体、気体の 性質 を併せ 持 ち 、 常に 局所的なガ ラス 化の 影響を逃れ得な い

粉体 では流体力学が どこま で 成立 して い るの か は 明確 で ない 。そ こで 系統 的な力学の 導出

が望まれ る。

　本講演で は シ ミ ュ レー
シ ョ ン に 留まらない 面で の 粉体の 特徴を紹介す るた めに

　 ・ 粉体の 動力学に お け る極性流体力学の 可 能性

　 ．
一

様解が可解で あ り速度分布 に べ きの テ
ー

ル をもつ Ma ）cwell　model を用い た流体力

　　　学の 導出 とその 異常性

に つ い て論 じる 。 1
　粉体流を流体力学 に よっ て記 述す る際、 粒子 の 回転の 自由度が 独立変数に な りい わ ゆる

極性 流体力学の 枠内に入 る 。 比較的希薄 な状態が保たれ て い る斜面 上の 流れ で は その 理 論

解析の 定量的な有効性が御手洗等 国 に よ っ て示 されてい る 。

　本講演では極性流体力学の 枠組を紹介 し、気体分子運動論か らの 系統的導出法 を紹介 し

［2］、 更に 鞭 相関の 効果を採 り入れ た E・・k・9 方程式 に髄 の 効果を採 り入 れ る事で 高密

度の 問題 に適用す るス トレ ー トな方法で何処まで うま く行 くの か を紹介する。ま た間に合

えば境界層の 系統 的な扱い 迄解説 したい 。

　一方 、 従来の 非弾性 Boltzmann 方程式か らの流体力学の導出では殆ん どガウス 的な速度

分布 を仮定 して速度分布の 揺 らぎを Sonine多項式 で 最低次ま で 展開 した もの を
一

様解 とし

て 更に速度分布 の 揺 らぎを取 り入れ るこ とで 輸送係数を計算 してい た 。 しか しその 2 重の

展開 の 正 統性は あま り明快で ない 上 にそ もそ も
一

様解の テ
ール は Sonine多項式 で展 開 した

もの と
一

致 しない こ とが知 られ てお り、その 非ガ ウス 性の 影響はは っ き りして い ない
。

一

方、衝突の 際の 相対速度を平均化 した粉体温度で置き換えた Ma ）cwell　model は
一

様状態 で

は可解で あ り、速度分布 にべ きの テール を持 つ
。 こ の モ デル をベ ー

ス に して 流体力学を導

出 した場合に どうい う異常が現われ るの か を紹介す る。
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図 1： 御手洗等 圏 に よる粒子 の 回転 と流体の 回転のずれ 蹇▽ × v 一 ω の プ ロ ッ

ト，実線は 極性流体に よる解析解、デー
タは粒子 シ ミュ レ ー

シ ョ ン の 結果，
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